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　1まじめに

　、婦人問題に関する文献目録は，女子教育

とか，婦入労働とか，農村婦人の闇題と

か，個別のテーマにしぼったもの，あるい

は一定の時期をくぎったものはいくつか出

されているが，個・eiのテーマを包括したも

ので，採録の時期も明治以降最近まで，と

いったようなものがまだ出されていない。

　婦入問題と一一・一・L口に言っても，その対象と

されるものの内容は非常に広範囲にわたっ

ているし，また戦前と戦後とでは婦人問題

の所在も違ってこよう。婦人問題全般を包

・回した文献目録のつくりにくさは，関係女

献の量の多さと並んで，．その辺め事時もあ

るのではなかろうか。

　しかし，参考室にいると，婦人問題に関

する文献目録をみたいという要求にしばし

ばであう。ところがテーマ別につくられた

文献目録はあっちの雑誌，こっちの本の巻’

末にと，散見できるとはいうものの，．その

検索には大へん手間がかかる。どんなテー

マの目録がどこ’に掲載されているか，拾い、

あげておきたいといちのがかねでからの念

願であった。

　とり急ぎまとめ牟ことなので，かなりも

れているものがあろうと思うが，お気づぎ

のものがあったら教えていただきたいb’

○　日本語の文献目録に限った

○主と．して戦後に刊行された単行書，」

　または雑誌に掲載された文献目録Q

　中から，比較的まとまっているもの

　を選んだ

○　戦前のものについては，気づいた

　・ものはなるべくあげておいた
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1　婦人問題全般

　①藤田徳松「本邦婦人問題文献」

　　　rマルクス主義』第4巻第2号

　　　（大正15年2，月）P’・　62～65『

　先に同誌4巻1号に石川茂「本邦初期社『

会主義文献」が掲載されたが，そのなかに

く婦人解放〉の三月が設けられており，新

聞・雑誌の論文も含めた紹介があった。こ
　　　　　　　　　　　あいまい
1れについて藤田氏は多少曖昧な点のあるこ，

とを指摘し，文献を曇霞したいということ

で出されたもの。内容は「其の一」「其の唱

二⊥に分れており｝「其の∵」に明治期を，

「其の⇒」把大正期をあてている。採録は

単行書のみ約80点。

　②　吉野作造　　「婦人問題に関する文．

　　　WtJ．．『新旧時代』　第，3年第6冊

　　　（昭和2年6月）’　P．　55～56

　明治初期の婦人論の文献紹介である。

　「去年の暮，・ある雑誌の為に明治初期に於

け：る婦人問題の諸論義を紹介す15ニノ」・編を

，書いた。古くは福沢先生をはじめ明六社の

先進諸家の説から白由民権時代の青年政治

家の論義にまで及んだのである。その参考

乏レて二，三の文献をも紹介したのである

が，其後之に関するモ少し詳しい参考書を

知りたいとの希望を言い越される人がある

ので1取り敢へず手許にあるものだけを列

挙して粗末な目録を作ってみた」と冒頭に

説明がある。

　明治，9年から同24年来でに刊行さた29点

があげられている。’

、③藤田徳松「吉野作造博士ノr婦

　．人問題＝関スル文献』．、ヲ諌ミテ」

　　『明治；文化研究』　第3年第7冊

　　（昭和2年7月）一p．50～53｝

　表題の示すとおり，前記の吉野氏め文献

にもれているものをつけ加え，ものによっ

てごくかんたんな解説が付されている。吉『

野田がほとんε婦人論に限定しているのに

くらべ，『マルサろ入口論要略』’（明9）や｝・

r人口救窮及保険』（明10），r婚姻新論　初

編』’（明11）などの訳本まで採録されてい

る。採録の時期も明治24年までに広げてい

る。ただし，列女伝，女訓，生理に関する

ものは除かれている。これらについては，

後に示すように別に発表がある。

　余談になるが，この藤i田徳松さんという・

人はかなり系統的に婦人問題に関する資料

を追求されており，他にも廃娼論，、婦人参

政権問題などについての文献紹介がある。

戦前の婦人問題の書目をさぐってい・くとこ

の方の名号にしばしばぶつかるので，一体：

どんな人物であろうか興味をそそられた。

後に紹介する④が掲載されているr婦人間・

題研究』は，・この方の個人出版による雑誌’

で，大正14年に第1冊，第2冊，第3冊が

出，昭和3年に第4冊が刊行されてし｝る。

　　　　　　ノ藤田さ／ヤは京大出身の法学士で，在学中カヤ

’ら婦入問題の研究を一生の仕事にしていこ

うと決意されたそうだ。個人雑誌『婦人問

題研究』を刊行したのも・従来の陽型的，．

家政的，道学的婦人観・婦人論より脱却

し，運動に理論的基礎づけを与えたいとい

う趣旨からだそうだ。雑誌はお金がつつか
ず，・1 謔S冊を以て廃刊になったよう・で・あ

る。

　、④　藤田徳松「明治大正婦人難題文

　　　献年表」　r婦人問題研究』第．4冊

　　　（昭和3年）．・

　明治・大正期に刊行された関係文献を年
　　　ら鷲別に羅列したも⑱である6叢書注記の像

かは出版事項，掲載西域省略されており，
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まさに年表形式で，行間もつめて羅列しで

’あるのでは、つきりしないが，雑誌に発表さ

れた論文なども含まれでいるO．であろう。

策4冊の全部がこの年表にあてられてい

る。

　⑤　藤田徳松「明治初期流入問題点

　　　献内容紹介・（1）～（4）」

　　　『明治文化研究』　第4回忌61

　　　10，12号　第与巻第3号（昭和3　，，

　　　．4年）

　③の「吉野作造博≒ヒノ『婦人問題二関ス・

ル文献』ヲ読ミテ」の文献の中から20数点

をえらびだして，内容を紹介したもの。末

尾に③の追加が付されている。

　⑥日本近代女性史研究会「婦人問題

　　　文献目録」『明治文化全集　第16』．

　　　（明治文化研究会編　昭34改版

　　　日本評論新社　413P．）P．405～・

　　　412　（081．6－M448LM（t））．

　r明治文化全集』’、第16　婦人問題篇の巻

末に収録されたもので，帯刀貞代さんらの

明治文化研究会が編纂したもの6碗治年間

に刊行された文献を年次別に配列してあ

る。単行書のみ。’

　以上が戦前についての主なものである。

このほか次に示すような’ものもあるが，「列

挙するだけにとどめたい。

　〇　三浦千畝「女子要書解題」『女鑑』

　　第217～245号（明治33～35年）

10圏 ｡田徳松』「所謂』『女訓モノ』二三

　　イデ」・r文献』’・　ee　2号（昭和3年）’

　　p．　6一一12

．○　藤i田徳松・　’r〔婦人問題〕伝記もの『

　　に就いて」r書物春秋』　第2，号（昭，

　、和5年）　p．16～17

○　藤田徳松t「叢書類書に現はれたる、

　婦人問題文献」『書物礼讃』　第11号

　（昭和5年）p．33～36、

　戦後については次の二点がある。

　⑦　’「戦後における婦人問題文献目録

　　　（1）～幽｝　日三三023～30年」．

　　　『婦人と年少者』・第34～107号

　　　（昭和31～37年）

　副題に・うfgってあるように戦後10年置らtt

ずの間に刊行された文献についてであ1る一

が，単行書，雑誌論文乏もに採録されてお’

　　　　　もうら
ワrかなρ網羅的に・本格的にまとめられ

ている。’採録についても，分類や項目の立

て方についても，いくつかの索引や目録を

参考に検討されたそうで，つかいやすいよ

・うにとの配慮がなされている。項目はかな

りこまかく立ててあるが，旧き’な柱だけを

・細介すると以下のとおり。

　’・1　婦人論，

　H　女性史，

　皿婦入と政治

　W婦人と法律
　V「』婦人と教育

　．VI婦入と家庭

　靱、農村の婦人に？いで’

　・～皿社会と婦人

　D（婦人と労働

　44回に分けたものを合せると50ページ余

りになる。といっても，二段にぎらしりっ
　　

め込まれているので，，量：としてはかなりに．

なろう。

　なお，これは，北川信氏が労働省婦人課

に在任中，’個人酌にこの仕事に興味をも

ち，休日などをつかっ℃作製されたものだ

、そうである。

⑧沢西義博「戦後に刊行された女性
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　　　の地位に関する図言目録」、『現代

　　　E本の女性一そ｝の社会的地位』

　　　（小山隆編昭37・国土社382P．＞

　　　p．．365”一381　（367．21－Ko687　g）

　「女性の地位に関する」となっている

が，採録されている内容は．婦人問題に関
　　　　　　　　　　　ズ
．する文献の一覧である。

　昭和36年ごろまでの刊行ρ主な単行書を

採録してある。　　　N

II婦人参政権問題

②騨騨「調三冠政権問題に
　　　関する文献二三」

　　　r書物礼讃』第10号（昭和4年）

　　　p．　25－U27

　単行書のみ。大正から昭和4年ごろまで

に刊行のもの8点があげられ，かんたんな，

解説がある。

酉倫理会倫理講演集』r心血研究』、層『帝国文

学』なぎの雑誌に掲載された論説が，誌名’

を限定して採録されている。英文の部で

・vま，刊年，発行所などの出版事項は省略6

　目派は以下のとおり。

　（／）．邦文の部

　　日　生理心理に：関するもの

　　目　女子教育に関するもの

　　国　家庭訓，女訓及女鑑の類

　　個　婦人問題に関する：もの

　　国　細雪部

　　因　論　説

　｛P）英文の部・

　（A）　Physiological　atid　psychological

　’（B）　Education．

　（C）　Social，　sociblogical

　－to）　Miscellaneous

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫　吉田昇，中島瑞子　「女子教育に
⑱「『鰍参政欄干』関係騰」　　．．「・・関する文献明治三層

　　　『内湯査酬』第1年鄭輯、、、．r野間鮪研究藤套第・輯
　　　（昭和4年12n）P・’・249～25・　’　汝子細特輯』（世界三三22
　　「婦人参政欄題」と乱て書か素論』　、275P．），，、99～22、

文の蒸尾に付されているもの。新聞・雑誌　　　　　　〔FB　12＿7〕

記載されだもの鮒で庫鰭は含まれ1「 ｯ紀要畑田来翰力・「明治麟に於ける

ていなv）・大正8年ごろから昭棚年ごろ．好糖論の変麹を発表されており，そ

ま⑫豊州代順に並んでL｝る・，・，軸・面したかたちでとの三目鋤・掲載

　III女子教育問題　　　　　’　　　　　　．．されている。したがって女子教育諦が中心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になっている。収録範囲は昭和21年まで，

　⑪「女子教育婦人問題に関する書ee1　 単行書のみ。配列は刊濡紙。

　　　（大正3年11月調べ）

　　．『女子教育研究調査三年集　第一　　　　　’⑬　中嶋邦「戦後女子教育研究文献自

　　　輯』（東京女子高等師範学校大　　・　録ωん（3）」．

　　　正4年，210p．）p．1～14、』　　　　　　、r女子教育研究双書1～3』（日

　t、〔299－4叩　　　　・　　　　　、、　’　　　　，本女子大学女子教育研廃所編　国

　⑳　・邦文の部’・　．（P）英文φ部からなって、　・　　　王i社　昭40，42，・43）

い砿赦の部についてe・k・「明治以降刊　単行融艦謙を問わず年代1頂に醐、

騨轡騨細り・鴎セ∵丁』さ嘲る蒔代順に酉e列したところに

　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　40　：一一　・



一つゐ意味があるようである。この目録は

上にも記してあるように，，『女子教育研究

双書』に3回に分けて1発表．されたものだ

．rb’S’双書の1に中嶋邦氏め「戦後女子教育

研究の回顧と展望」がある。昭和40年ごろ

まで一戦後20年一を四つの時期に区分し

て，その間に発表された女子教育について

の研究がどのような分野を扱ってきている』

：か，女子教育の関心がどのような点に向け

られ，どのような変遷を経ているかとU・っ圏

たようなことを分析したものである。特に

断り書きはないが，目録はこの論文との関

連で作製されたようである。論文と合わせ

て読めばいっそう参考になろう。

　⑭、「婦人教育関係文献目録」

　　　　『日本の社会教育　第10集　婦人

　　　の学習』　（三井為友編　東洋館出

　　　版社　昭42342P．）b．．296～314

　戦後の資料についてである。単行本と雑

誌論文に分け，そ再それを≦婦人教育一一

殻〉〈学習・学級，生活記録〉＜団体運

∵動〉〈生活，意識〉〈労働，職業〉〈女子

．教育〉〈その他〉という項目でまとめてい

る。社会教育，成人教育の一環乏してg1）婦

入の教育という観点から資料が選ばれてい

る。生活記録，運動などに関する資料が採

録されているのが特徴であろう。’

Iv　売春問題・廃娼運動

　⑮道寡斉一郎「売春婦に関する著

　　　書及づソフレット」

　　　r売春婦論考』　（道家斉丁’一“郎　昭

　　　3　史誌出版社　649P．）P．646～

　　．649　・（580－58）

　早川啓之肋r遊廓改良論」をはじめと

し，約250点　（他に洋書13点）に及ぶ売春

問題廃娼論に関する文献が列挙されてい一

る。雑誌論文も採録されている。三年が明

記されていないのが残念。

’⑯　藤田徳松　　「吾国に於ける廃娼論

　　　に関する資料二三」

　　　『物書礼讃』第9号（昭和4年）

　　　p．5一一7

　明治・大正期の廃娼論のうち，主なもの

として35点をあげている。単行＝書のみ。

　⑰　「売春関係文献目録」労働省婦人

　　　少年局編　　（婦人関係資料シリー

　　　ズ　一般資料　22，31，36，42，

　　　47号）

　明治以降の関係文献を戦前・戦後に分

け，それぞれ発行年次順に配列してある。

ほかに官庁出版物だけ別にまとめてある。』

　ζめ「婦人関係資料シリーズー般資料」「

は，19号から売春問題に関する資料集とし

ての形をとρている号がかなりあるカミ，文

献目録はそれらの資料集の中のページをさ

いて掲載されている。22号に発表されたも

のが主で，36号にその改訂版があるほか

は，それぞれ一ぺAジぐらいの補遺であ

る。

　⑱「売春関係参考文献目録」

　　　『売春対策の現況』（売春対策審議

　　　三階34355p．）p．507～518

　　　（367．　7一　B　47b）

　戦前の雑誌論文が主。e売春防止関係法

規’目売春の取締　国補導処分・保安処分．

四三春闘：題・対策　岡国際会議　因外国事

情　岡人身売買・囚その他　と分かれてお

り，それぞれ年代順に配列されている。

（付）．として⑰の補遺と，各省庁主要資料目

録の二つがついている。
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V　婦入労働問題

　⑲　労働科学研究所編　　r婦人労働に

　　更する辛辣抄録《邦文の部）』，昭

　，　15256P・　（『日本労働科学研究

　　　所報告』第1輯）　〔14．5－887〕

　「婦人の労働に関する，わが邦並に独，’

英；米，仏，ソ連環の内外の科学的研究の

文献をあまねく蒐集し，その重要なるもの

については，特にその内容を抄録解説し，

更にこれを項目別に分類した」（序言）も

の。

、はじめに60ペー鷲ぐらいの「‡献一マ覧」

がありts・その後に「文献抄録」として「一「

覧」中の主な資料についてめ詳細な解説が

ある。

・羽入労働に関する文献目録としては代表

的なものであるので，項目の主なものぢけ、

でも紹介しておきたい。』

第璋婦人労働問晋騨関す．るもQ：
　　第一節．婦人労働問tw一一般に関するも

　　　　　の

　　第二節　戦時婦入労働問題た関するも

　　　　　め

　　第三節　諸外薗に於ける婦人労働問題

　　　　『に関するもの

第土章　工，鉱業に於ける婦人労働者の

　　　労働条件に関する・もの

第三章　工，鉱業に於ける婦人労働者の

　　　労働状態に関するもの

　：第一節　工，鉱業に於ける婦人労働者

　　　　の労働状態に関するもの

　第二節　婦人労働者の出稼・募集・移

　　　　、働に関するもの

・第四章婦人労働者の能率及び適性に関

　　　するもの「

　第一：節　婦人労働者の適性に関するも

　　　　の

b一一@42　一一．

　第二節　婦人労働者の能率に関するも’

　　　　，a，

第五章　婦人労働者の体力消耗に関する

　　　もの

　第」節　婦人労働者の体力消耗一般に

　　　　関するもの

　第二節　婦人労働者の身体的特徴並び，

　　　　に労働の影響に関するもの

　第三節　婦人労働者の精神的特徴並び

　　　　に労働の影響に関するもの

　第四節婦人労働者の災害，．疾病，死

　　　　亡に関するもの

　第五節　婦人労働者の栄養及び体育に

　　　　関ずるもの

第六章’婦人労働考の母性保護に関する

　　　もの

　第一節婦入労働老の妊娠・出産・育

　　　’児に関するもの

　第二節婦人労働老の母陸保護に関す

　　　　るもの

第七章婦人労働者の教育並びに福利施

　　　設に関するもの．

第一節　婦人労働者の教育に関するも

　　　　の

　第二節’婦人労働者の福利施設に関す

　　　　るもの

第八章　婦人労働者の保護法制に関する

　　　もの㌔

　第一節　日本に於ける婦人労働者の保

　　　　護法制に関するもの

　第二節‘諸外国に於ける婦人労働者の

　　　　保護法制に関するもの

第九章　農業婦人労働に関するもの

　第一節農業に於ける婦人労働問題並’

　　　　びに婦人の労働状態に関するも

　　　　の

第二節農業労働婦人の健康並びに疾

　　　　病・死亡に関するもの



　　第三節　農業労働婦人の母性保護に関

　　　　　するもの

　　第四節　農村に於ける婦人の生活に関

　　　　　するもの

　第十章：｝般職業婦人に関ずるもの

　　ω・論文　　｛ロレ調査

　この企ては，，もともと企画院が労研に委

嘱したもので，でき上った原稿を企画院が

印刷し・関係官庁に配布しため葦が・配布

がきわめて小範囲に限定されていたため，

一般の要望を満たすことができなかった。

この企画院版を更に増補改訂して一般の要

望にζたえようとしたのが1この目録）。戦

前の婦人労働問題に関する文献を調べる上

で，欠くことのできない目録である。

　なお，続編として次のような「欧文編」

もある。

　　　『婦人労働た関する文献抄録

　　　（欧文の部）』　昭16　222p・

　　　（r肺蠣騨研究所轄』）

　　　第2輯）

　⑳’花見忠，戸坂嵐子　「婦人労働に

　　　関する主要文献目録」、

　　　r講座　労働問題と労働法　6

　　　婦人労働』（昭31弘文堂

　　　p．303r－307　［328．366－Ko6962）’

　婦人労働問題を研究していく際の基本と

なる文献を紹介したものである。戦前の文

献についてもふれているが，戦後が中心。

（1澗題の手がかりとして　（2）女子労ftu一・一‘般

及び労働事情　｛3）賃金問題　（4）労働保護

｛5）労働組合友び争議　（6）生活　と分かれて

いる。他に定期刊行物・官庁資料および統

計の紹介もある。

⑳・金持伸子　「婦人労働問題L一・一一・一文

　　献紹介を中心ee一一一一一一一（その一），

　　　（その二）」

　　　『福祉研究』16，．17号（昭和41年

　　　3月，8月）

　ζれも，現在の婦人労働問題にふれなが

ら基本文献を紹介したもの。⑳とほとんど

同じ項目をたてている。’

　⑳　関谷嵐子　　「婦人労働問題」

　　　『文献研究……日本の労動問題』・

　　　．（労働問題文献研究会編　　昭41

　　　〔46年改版〕総合労働三三所

　　　300，　12p．）　p．ユ02～110

　　　（366．．031－R　643　n　）

　r文献研究……日本の労働問題』の中の

一節として設けられた「婦人労働問題」の

部分である。文献紹介とか，文献解説とい

うものではなく，従来の研究成果としてφ

資料の中から・一つかをとりあげ押し

ていく中で，i現在の婦人労働の問題点をつ

かもうというのが趣旨である。項目は，、1．・

婦人労働の現状と層「変化」’　2．婦人労働総：

論　3・婦人労働の雪形聾　4・労働保護・労

働条件・　，5：四丁問題・家族制度と婦人労働

　以上が，婦人労働に関する主な文献目録

∴であるカ㍉このほか隼較的まとまった雨の

として次めものがある。

　㊧’井上美代「婦人労働文献目録」

　　　r「合理化」と婦人労働者』（嶋津

　　　千利世　昭45労働旬報社　・

　　　’439p．）　p．・423iv．439

　　　（EL187－9）

　1960年以降の資料に限定している。単行

書，雑誌論文ともに採録。

⑭　「婦人労働文献目録」

　　r賃金と社会保障』345号．（三冠

　　40年3．月）’P．42ん51・

一43一



　＠と同じく、’60年以降の資料をまとめた

rもの。「合理化」が婦人労働老のうえにど

のような影響を与えているか。また，それ

に対する闘いがどのようにとりくまれて．

・いるかという観点からまとめたも．めであ

・る。

　　1婦入労働一般資料　ll産業別にみた婦

”．人労働資料≒分かれるが，この目録は■

の輩料紹介に特徴があるといえよう。’llに

・は，労働組合の各単産で出している資料が

かなり収録されている，　、一　　ξ

r

VI農村婦人問題

　⑳井出ふさえ，永原和子『日本農

　　　村婦人問題文献目録』一昭27

　　　農業総合研究所70p．

　　　（611．　9－1126　n　）　・・

・昭和元年から同25年上半期諌での日本諦

による単行書．小冊子，雑誌，年報，年鑑

類に発表された論文を採録している。昭和

初年以降出版の文献に限うためは学問的理

由かちではなく，整理の都合Eからのこと

だそうだ。「大主E期以前については若干の

利用しうべき文献目録があるから……」と

凡例に書算〉れている。農村婦木の問題に関

する文献紹介は非常に少なく，近年刊行さ

れたもので目についたのは，「現代婦人問

題講座」の3として刊行された『農村婦人』

（丸岡秀子，大島舌感招44亜紀書房

・396p．）巻末にある「参考文献・基本資料ま

ぐらいなので，．大正期以前の文献について

．もぜひ知りたいと思いs「若干の利用しう

rべぎ文献目録」をさがしてみたが，⑲に紹

介した『婦人労働に関する文献抄録』の第

9章に収みられた「農業婦人労働に関する、

もの」，以外には，残念ながらまだっかめて・

いない。』．

A目録B解説および解題・’の二部力・ら

なっており・肩には今の中の主な文献につ

いて解題がある。この目録も⑲のr婦人労

働に関する文献目録』とならんで代表的な

ものなので，A目録り中の項目だけでもあ

げておきたい。

　1　農業労働と婦人　　　　層　　、－

　　（1｝農業経営

　　②・農業労働

　　（3）兼副業

　立　農家生活と婦人

　　（1）家事労働

　　（2｝　家事経済　　　　　　．　　　　　　・

　　’（3）衣，食，．住，生活改善

　皿　農村婦人の母性生活・

　　ω　婦人の健康

　　4（2）育児，’保育施設

　IV　農村婦人の文化生活

　　ω、教育機関

　　②　文化施設、、

　　（3）生活意識

　V　農村婦人の団体生活

　　（1）政治経済団体・

　，｛2｝文化団体

VI農村婦人の移動

　　（1＞職業移動

　　　　　　　　　　　　　　　1
　　②　社会移動

　　　　　　　孤　家族制度と婦人

　　（1）家族

　　②　婚姻・相続

　田　農村生活と婦人

　　（1）農村生活

　　（2）農村習俗

　　（3）　一農村児童

凪　農村婦人論’

　　（1）農村婦人論

　　②噛婦人問題一般

X　統計資料’

　　（1）・統計，年鑑
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　　（2）文献目録

　B解説および解題ほ，やはり．この項目に

そってなされている。

　VII家族問題

．戦前の資料も含まれた目録とPては，次

の二点がある。

　⑳「家族研究文献」r社会学雑誌』

　　　第3年第33号（昭和2年）

　　　p．92～120．

　外国における主要著書と，層日本における，

家族に関する研究文獣とに分かれている。

　　　　　　ミ日本における研究文献については，単行書，

雑誌論文ともに採録されている。

　⑳　小山隆「日本家族硬三文敵　（1），　1／

　　　（2）」　r季刊社会学』3，4号（昭

　　　和23年11月，25年5月）．

　社会学的な立場から研究された文献を中

心にし“qいる均ミ，法律：，歴史，民俗学の面

からの研究もとり上げられている。明治以

降の単行書，雑誌論文。’

　戦後の資料を対象回したもので，最もよ

くまとめられているのは，⑳であろう。

　⑳r家族問題文無集成』戦後家族

　　　問題研究の歩み一』　太田武男1

　　　加藤秀俊，井上忠司共編　京都大

　　　学人‡科学癖究所　昭4ら206P．

　　，（E1．4）

　収録範囲は，昭和23年朝月以降約20年間

に発表された家族問題をめぐる邦語文献。

．単行書については昭和4ユ年末まで，雑誌論

文は43年夏までに刊行された資料について

である。

　第一部　家族史に関する文献

　第二蔀　現代家族に関する文献

と旧きく分かれ，それぞれの中力㍉第一章

家族一般　第二章家族関係　第三章風俗e”

習慣・制度第四翰墨問題弾手家庭

教育　第六章健康管理　第七章外国の家族

となっており，各章が更にこまかく分かれ

ている。

　家族問題といっても非常に幅広く採録し

てあり，家事労働や家庭教育に関するもの

まで含まれている。，

　44年に同研究所から出されたr家族法文

献集成』の姉妹編であり，続編として「欧・

三編」も出されている。

　このほか，採録されている文献の量は少

，ないガ㍉解題が付きれていて非常につ々・しド

やすいものとして，次の二点がある。どち

らも単行書について。’

　⑳依田明，田代俊子f（家族心理学）

　　　主要文献紹介」「r家族心理学』

　　　（詫摩武俊・依町内昭47
　　、川島書店・222P・）P・214～22手

　　　（EC94－16）

⑳　「〔家族関係〕参考文献紹介」

　　r家族関係の社会学一生活編S．

　　（菊地幸子　昭41世界書房

　　249p．）　p．231”一244

　　（361．　4－Ki161k）

VIIIその他

　⑳「青鞘関係文献」『青轄一元姶

　　　女性は太陽であった』・（井手文子

　　　昭36　弘文掌　227．p）

　　　（367．　21－NI　126　s　）

　同書巻末に資料1～3潜付されていて，

その3として「青鞘関係文献」がある。雑

誌，新聞，単行書などに掲載されたr青

墨』に関する記事をリスト化したもの。

なお同書には資料2として『青鞘』，巻単色
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次がある。

⑳「蝉論に関する参考嬬∫

　　　『主婦とは何か』　（生活科学調査’

　　　．会編　昭40　医師薬出版　237P．）

　　　p．　56t－59

　1947年以降の主婦論に関する文献。1960

年忌はじまる「主婦論争」が中心である。

　㊥了リスト・おんなの記録』，石橋

　　　正子，伊藤ちはる1保土田政子編

　　　・干『．野馳44　46P．

　昭和20年8月以降刊行の；女性が書いた

記録手記が採録されている．一tt

　戦争のきずあと　社会の谷間℃　生活の

場から『職業をもつ　日本をはなれて　子

供側め記録　の6？に分かれでいる。

　⑭年　表、

以上のめ敏献瞬沸・あつめる作
業の過程で1いくつかの年表にぶつかっ

咋・文醐録とはま燵っ輝々で溺究「

老からしぼしば求められるものなので，代

表的なも（ρだけでもあげておきたい。

　＠三井礼子編r現代婦人運動三年

　　　表』　、三一書房　昭38260p．

　　　（日本現代史年表）　　　　　　㌧

　　　（367．　21－M552　g　）

　1868年（明治元年）かち1959年までの，

二本の婦人運動史の年表である。偶数ペー

ジに年表が，奇数歳一ジた年表中の重要事

項の解説がある。時合的な婦人運動史の年

、表の代表酌なものであり，単行書の形で出

されているのは，現在のとζろこれ一冊だ’

けである。

　⑤　「婦人解放運動史年表　1868年一

　　　1960年」r婦人ゐあゆみ八十年間

　　　（日本婦人団体連合会　昭35　新

　　　読書社　284p．）　p．95～266　、

　　　（367．　21－N684　h　）

　この年表も明治維新を基点としている。．

第一部が1945年8月．までの戦前期，第二部

がそれ以降の戦後の部分と分かれている。

全体を通じ，国内政治社会関係，婦人解：放

運動三傑，国際関係ゐ三らの欄にわかれて

L）る。

　なお，同書の巻末には「戦後婦人問題文

献目録」があるが，⑧とほぼ同じ内容めも

のであるので省略しだ。

　◎，．塚本しゅう子．「戦後婦人問題年「

　　　裏」『戦後婦人問題史　共同討議』

　　　（一番ケ瀬康子編著昭46　ドメ

　　　ス出版・　365P．）P．339ん363

　　　CEF72－41）　，

　婦人に関する政策および関連事項　婦人

の状況　婦人（含労組婦入部）の運動　「般

およ．び世界　の四つの欄からなってい．6　6

昭和20年8月以降45年12月までの時期につ

いてであるd

　同書にも「戦後婦人問題に関する文献」

があるが，これも省略した。

〈もりさき・ふき　経済社会課主査）

・本誌記事訂年のお知らせ．

本義9号『全米齢晦嚥ヰとそ三景』の講屯2・南ジ9ツ・・行目1「5、

訓読轡もラスベガスに晒磯A総会］　4f・？ておりますが，　ri脱尿かも

？Lシγ’ト噛ン隅’畔A冬四三」1の誤りにつぎ・証し随
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